仕事と介護の両立
私の父母は共に８０歳。母は、障害者でもあり、また要介護認定も受けています。

母の介護は父の日課になっていますが、けんかをしながら「ほほえましい一面」も持っているようです。田舎暮らしの父母にとって、家の周りの田畑は大事な職場でもあり、またストレス発散の場所になっているようにも思えます。
父は、１人で３役・・・食事の準備や洗濯、掃除、買い物などの家事をすべてやります。さらに、ポータブルのトイレを始末したり、洋服を着替えたり、トイレの介助をしたり、そして、さらに田畑や山の仕事。もちろん近所との付き合いや会合もあります。

とても、忙しい毎日を送っているので、ときには大事なことを忘れたり・・・。
足腰は十分に動かなくても、口は健常者・母からは厳しい言葉が・・・。
ほんの少しだけ腹をたてながらも、しっかり応えています。

私は、このような両親に勲章をあげたいと思います。「勲一等仲良し介護褒章」

高齢の両親が、両立の評価を投書できるはずがありません。パソコンもまったくできません。インターネットを言葉でいくら説明してもわかってもらえません。

しかし、今目の前にいる要介護者や家事・田畑がすべてなのだと思います。そして、これらに正面から向き合って一生懸命に生きている姿は、私に大きな勇気と希望を与えてくれています。「勲一等仲良し介護褒章」

どんな勲章よりも、大きく・ピカピカと輝いています。　
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